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農
業
を
軸
に
し
た

新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

新
た
な
役
割
を
備
え
た

道
の
駅

「仁
保
の
郷
」

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
朝
市
広

場
の
売
り
場
面
積
が
広
が
り
、
地
元
産
の

野
菜
や
加
工
品
等
、
約
２
０
０
０
種
類
も

の
商
品
が
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
本
市
農
産
物
・
特
産
品
の
さ
ら
な

る
販
売
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
「
食
」
を
支
え
る
大
切
な
産
業
で
す
。

本
市
で
は
、「
食
」
と
「
農
」
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
生
産
者
と
市
民
、

さ
ら
に
は
都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
朝
市
や
直
売
所
の
連
携
を
深
め
、

運
営
者
同
士
が
消
費
者
の
声
や
販
売
の
工

夫
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
、
直
接

話
が
で
き
る
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め
、

安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
産
物
を
届
け
る

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
農
村
地

域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
都
市
部
と
の
交
流
を
促
し
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
先
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
の
新
た
な
機
能

と
、
地
域
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
４

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

問

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

仁
保
地
域
で
は
、
空
き
家
の
庭
に
実
る

柿
が
手
入
れ
さ
れ
ず
に
残
り
、
有
害
鳥
獣

の
出
没
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
方
が
中
心
と
な
り
柿
の
収
穫
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

澤
隊
員
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、

収
穫
し
た
柿
を
使
っ
て
、
仁
保
田
舎
の

べ
っ
ぴ
ん
さ
ん（
※
）と
共
に「
柿
ジ
ャ
ム
」

等
を
共
同
開
発
し
、
商
品
化
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
商
品
は
、
道
の
駅
「
仁
保
の

郷
」
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
澤
隊
員

が
店
頭
に
立
ち
、
商
品
に
込
め
た
思
い
や

ス
ト
ー
リ
ー
を
直
接
伝
え
て
い
ま
す
。

購
入
者
か
ら
は
「
地
域
を
応
援
し
た
く

な
る
」「
背
景
を
知
る
と
よ
り
お
い
し
く

感
じ
る
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
地

域
の
思
い
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重

な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
で
は
、
地
域
資

源
を
生
か
す
こ
と
で
、
人
と
人
が
つ
な
が

り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。

※
地
元
産
の
野
菜
や
果
物
を
加
工
し
、
販

売
す
る
仁
保
地
域
在
住
の
女
性
た
ち
。

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
に
は
、
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き
る
「
室
内
型
通
り
抜

け
広
場
」
が
新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

広
場
で
は
、
仁
保
地
域
の
風
景
や
歴
史
を

映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
上
映
さ
れ
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
は

ブ
ー
ス
出
店
等
も
行
わ
れ
、
対
面
で
の
販
売

や
交
流
を
通
じ
て
、
訪
れ
た
方
が
仁
保
地
域

の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
、
に
ぎ
わ
い
の
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出

地
域
で
育
ま
れ
た
新
鮮
な
農
作
物
を
活

用
し
た
加
工
品
の
販
売
促
進
と
雇
用
増
加

を
目
的
に
、
朝
市
広
場
内
に
新
た
に
特
産

物
加
工
施
設
も
設
置
し
ま
し
た
。

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
内
の
加
工
場
で

加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
こ

と
で
、
付
加
価
値
の
向
上
と
地
産
地
消
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
仁
保
地
域
を
訪
れ
た
方
が
地

域
の
食
や
暮
ら
し
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
思
い
や
地

域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
し
、
地
域
の
魅

力
を
広
く
伝
え
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

魅
力
発
信

仁
保
地
域
で
は
、
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
農
産
物
を
生
か
し
、
加
工

や
販
売
を
行
う
、
6
次
産
業
化
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
地
域
外
か
ら
移
住
し
て
き
た

人
の
新
し
い
視
点
が
加
わ
り
、
地
域

の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
や
、

販
売
を
行
う
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
に

仁
保
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
地
域
資
源
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

「
仁
保
ら
し
さ
」
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。

道
の
駅「
仁
保
の
郷
」の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
契
機
に
、
農
業
振
興
を
通
じ

た
に
ぎ
わ
い
創
出
が
、
よ
り
一
層
高

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲  朝市広場に並ぶ、仁保地域で作られた
漬物

▲ 本館とレストランを
つなぐ室内型通り抜
け広場

▲ 有害鳥獣対策として収穫した未利用の柿
を活用して作られた「柿ジャム」

▲「柿ジャム」を作っている澤隊員の様子

農
業
を
中
心
と
し
た

   
地
域
活
性
化
を
目
指
す

農業振興課
主事　井本元気



455 市報やまぐち　2026年（令和8年）5月号市報やまぐち　2026年（令和8年）5月号5

市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
、
令
和
7
年
度
下
半
期
（
令

和
7
年
10
月
1
日
〜
令
和
8
年
3
月
31

日
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度

は
4
月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日

ま
で
で
す
が
、
令
和
8
年
5
月
31
日

ま
で
は
現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た

め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

財
政
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
０

■
一
般
会
計

令
和
7
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、

当
初
予
算
に
令
和
6
年
度
か
ら
の
繰

越
額
60
億
1
１
２
５
万
円
を
含
め

た
、
１
０
２
９
億
１
１
２
５
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
増
額
・

減
額
補
正
を
行
い
、
最
終
の
予
算
は

１
０
６
７
億
７
１
８
６
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
57
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

※
市
民
１
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出

は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
で
あ
る
18
万
６
２
６
５
人
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

2 特別会計の収支状況（３月末現在）
※予算現額には、令和6年度からの繰越額60億1,125万円を含んでいます。

【収入済額合計】
827億3,585万円
（収入済率77.5％）

【執行済額合計】
949億6,684万円
（執行済率88.9％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

119億320万円
13 億5,690万円（11.4％）

82億5,988 万円

82億8,053万円

27億9,144万円

78億6,958万円

68億8,725万円（83.4％）

34億925万円（41.2％）

80億5,976万円（102.4％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 192億6,742万円 164億1,705万円 85.2％

後期高齢者医療 42億751万円 38億2,913万円 91.0％

介 護 保 険 186億8,846万円 152億8,422万円 81.8％

介護サービス事業 1,252万円 886万円 70.8％
鋳 銭 司 第 二
団 地 整 備 事 業 3億3,708万円 3億3,708万円 100.0％

地域下水道事業 842万円 501万円 59.5％

国 民 宿 舎 1,532万円 1,555万円 101.5％

特 別 林 野 876万円 874万円 99.8％

合 計 425億4,549万円 359億564万円 84.4％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
予算執行済額

171億6,006万円 89.1％ 92,127円

40億531万円 95.2％ 21,503円

166億 5,555万円 89.1％ 89,419円

1,046万円 83.5％ 56円

3億3,708万円 100.0％ 1,810円

571万円 67.8％ 31円

1,525万円 99.5％ 82円

847万円 96.7％ 45円

381億9,789万円 89.8％ 205,073円 ※市債は、対象とする事業完了後の借り入れとなることから、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。
※使用料及び手数料等には、使用料及び手数料、分担金及び負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、
　ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を
　含んでいます。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

509,848円

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

47億5,715 万円
45億7,101 万円（96.1％）

193億6,241万円
191億3,318万円（98.8％）

195億4,902万円

  148億2,597万円

275億1,921万円

287億　5,580万円

107億9,329万円
107億5,296万円（99.6％）

73億3,022万円
64億228万円（87.3％）

73億1,476万円
65億6,379万円（89.7％）

95億4,699万円
85億6,412万円（89.7％）

49億3,699万円
40億9,843万円（83.0％）

70億6,340万円
55億1,959万円（78.1％）

6億1,747万円
5億1,794万円（83.9％）

9億 3,783万円
6億 2,202万円（66.3％）

１人当たりの
予算執行済額

山
口
市
の

財
政
状
況

歳入

歳出

（95.7％）

（86.9％）

15億4,433万円（55.3％）

159億3,340万円
147億4,297万円（92.5％）

【
主
な
下
半
期
の
増
額
補
正
予
算
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費

　
　
　
　
　
　

５
億
８
０
０
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
生
活
環
境
支
援
事
業

費
（
水
道
料
金
減
免
）

　
　
　
　
　
　

5
億
5
０
０
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給

付
事
業
費

                                      

３
億
円

・
学
校
給
食
運
営
費
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  

３
億
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
現
在
の
一
般
会
計
の
収
支
状

況
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を

行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末

現
在
の
特
別
会
計
の
収
支
状
況
は
、
表

  

の
と
お
り
で
す
。

■
市
債

3
月
末
現
在
の
市
債
残
高
見
込
み

は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

１

2

3

…予算現額
…収入済額

326 億1,173万円

（75.8％）

375億4,036万円

市 税 市民税や固定資産税、都市計画
税、たばこ税、軽自動車税 など

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じ
て県や市に配分されるもの

市 債 公共施設整備等に必要な公的
機関等からの借入金

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料 など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

そ の 他
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障害者福祉、子育て支
援 など…1人当たり175,083円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税
の賦課徴収  など…79,151円

公 債 費 市債の償還など
　　　　　　　 …57,729 円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅
の管理、整備など…45,978円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社
会教育 など　…34,372 円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、
ごみ処理 など …35,239円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘
致 など　　　　…29,633円

農 林 水
産 業 費

 農林水産業の振興など
…22,003円

消 防 費 消防や救急、防災対策 など
　　　　  　…24,540円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧 
など　　　　　　 …3,339円

そ の 他 議会運営、雇用 など
…2,781円

350億 400億

これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。
財政運営の基本方針を示した「山口市財政運営計画」や、本市の財政状況を
分かりやすく一般家庭に例えた「山口市の台所事情」も掲載しています。

…予算現額
…執行済額

３ 市債等の状況（３月末現在）

区　　　分 3月末現在高

一 般 会 計 1,081億 7,221万円

特 別 会 計 4億480万円

合 計 1,085億 7,701万円
上 記 に 対
す る 利 息 61億7,368万円

一 時 借 入 金 ０円

市債は、学校や道路、公園などを整備するための借入金です。
長期間にわたって使用するこれらの施設について
は、建設時だけでなく後年度に使用する方にも負
担を求めることで、世代間の負担の公平を図ると
いう効果も有しています。市では、返済計画に配
慮しながら将来の世代に過度な負担を残さないよ
う、国の財政支援措置がある市債を有効に活用し、
実質的な将来負担の抑制などに取り組んでいます。

▲山口市財政
運営計画

▲山口市の
   台所事情
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お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

暮
ら
し

▼
本
庁
舎
・
山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１
▼
阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

本庁舎 ・
総合支所

令
和
８
年
度

(令
和
７
年
中
)
の

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付

令
和
８
年
度

(令
和
７
年
中
)
の

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付

令
和
７
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
「
令
和

８
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
」
を
６
月
１
日

（
月
）
か
ら
交
付
し
ま
す
。
▼
対
象

令
和
８

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
※
１
月
２
日
以
降
に
本
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
▼
持
参
品

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

※
申
請
時
に
住
民
票
が
同
一
世
帯
で
な
い
方

の
所
得
・
課
税
証
明
書
を
代
理
で
申
請
さ
れ

る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
窓
口
に

来
ら
れ
る
方
（
代
理
人
）
の
本
人
確
認
書
類

問
申

税
務
管
理
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
４

６
月
１
日
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
限

６
月
１
日
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
限

軽
自
動
車
税
は
、
納
税
通
知
書
等
に
記
載

の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

各
総
合
支
所
の
窓
口
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ

た
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
等
で
お
支
払
い
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

収
納
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
９
【
継
続
検
査

用
の
納
税
証
明
書
】
軽
自
動
車
税
は
、
車
検

時
の
納
税
確
認
の
電
子
化
に
伴
い
、
納
税
証

明
書
の
提
示
は
原
則
不
要
と
な
っ
た
た
め
、

送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
納
税
後
２

週
間
以
内
に
車
検
を
受
け
る
場
合
は
、
納
税

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
問

税
務
管

理
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
４

合
理
的
配
慮
の
提
供
支
援
に
係
る

助
成
金
制
度

合
理
的
配
慮
の
提
供
支
援
に
係
る

助
成
金
制
度

民
間
事
業
者
や
地
域
団
体
・
市
民
活
動
団

体
が
行
う
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
▼
対
象

事
業
者
や
地
域
団
体
・
市
民
活
動
団
体
（
市

内
に
限
る
）
▼
上
限

１
事
業
者
・
団
体
あ

た
り
年
額
２
万
５
０
０
０
円
（
上
限
以
内
で

あ
れ
ば
複
数
の
取
り
組
み
で
の
申

請
も
可
能
）
※
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

障
が
い

福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
４
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
４
２
、

syougai@
city.yam

aguchi.lg.jp

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
調
査

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
調
査

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
地
域

で
の
介
護
予
防
や
見
守
り
活
動
、
災
害
等

の
緊
急
時
に
活
用
す
る
た
め
、
各
地
域
の

民
生
委
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。
▼
期

間

５
月
〜
６
月
▼
対
象

70
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
世
帯
、
75
歳
以
上
の
２
人
暮
ら
し

世
帯
、
そ
の
他
調
査
が
必
要
な
高
齢
者
世

帯
等
問

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
９
３
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課後

期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
に

点
字
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
に

点
字
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
へ

希
望
者
に
は
、
新
し
い
資
格
確
認
書
に
点

字
シ
ー
ル（
封
筒
に「
シ
カ
ク
カ
ク
ニ
ン
シ
ョ

ザ
イ
チ
ュ
ー
」、
資
格
確
認
書
に
「
シ
カ
ク

カ
ク
ニ
ン
シ
ョ
」
と
点
字
を
打
刻
）
を
貼
っ

て
送
付
し
ま
す
。

問
申

６
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
、
保
険
年
金
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
６
９

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間

５
月
12
日
（
火
）
〜
18
日
（
月
）
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
地
域
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
問

地
域
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
０
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
☎
０
８
３
‐

９
２
８
‐
３
０
１
２

家
屋
調
査

(航
空
写
真
調
査
)

家
屋
調
査

(航
空
写
真
調
査
)

固
定
資
産
税
の
賦
課
の
た
め
、
過
去
と
現

在
の
航
空
写
真
を
比
較
し
、
家
屋
の
新
築
・

増
築
や
、
取
り
壊
し
の
有
無
を
把
握
し
て
い

ま
す
。
課
税
状
況
と
現
在
の
家
屋
の
状
況
が

異
な
る
場
合
は
、
現
地
で
の
確
認
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
員
は
市
職
員
証
、
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証
、
徴
税
吏
員
証
を
携
帯
し
て

伺
い
ま
す
。
問

資
産
税
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
６

水
道
施
設
位
置
の

調
査
お
よ
び
漏
水
調
査

水
道
施
設
位
置
の

調
査
お
よ
び
漏
水
調
査

市
内
（
徳
地
地
域
を
除
く
）
の
上
水
道
管
、

メ
ー
タ
ー
お
よ
び
止
水
栓
の
位
置
、
貯
水
槽

の
設
置
状
況
を
調
査
し
て
配
管
図
に
記
載
し

て
い
ま
す
。
漏
水
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
、
道
路
上
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
漏
水
調

査
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
は
身
分

証
明
証
を
携
帯
し
て
、
各
家
庭
や
事
業
所
に

伺
い
ま
す
。
問

水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐

９
３
３
‐
６
６
７
０
、
南
部
上
下
水
道
事
務

所
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
１
８
４
、
阿
東

簡
易
水
道
事
務
所
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
１

鉛
製
の
給
水
管
に
つ
い
て

鉛
製
の
給
水
管
に
つ
い
て

昭
和
40
年
代
ま
で
の
建
物
に
使
用
さ
れ
て

い
た
鉛
製
給
水
管
は
、
ご
く
微
量
で
す
が
鉛

が
溶
出
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

早
め
の
取
り
換
え
が
お
勧
め
で
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

市議会6月定例会日程 （予定）

■時間 各日10時から
　　　  （18日の予算決算委員会は本会議終了後）
　　　　※日程や時間は変更することがあります。

市議会事務局 ☎ 083-934-2855問

期　日 内　容

場　所
山口市役所本庁舎
（山口総合支所）

６階

6月 8日（月）本会議（初日）
市議会議場15日（月）～

18日（木）
本会議
（一般質問・質疑）

18日（木） 予算決算委員会 会議室603

22日（月） 教育民生委員会 第１委員会室
生活環境委員会 第２委員会室

23日（火） 総務委員会 第１委員会室
農林建設委員会 第２委員会室

25日（木） 予算決算委員会 会議室603
29日（月） 本会議（最終日）市議会議場

(1) ケーブルビジョンでは、 一般質問や質疑の模
様を放送しています。 （10 時～ 17 時）

(2) インターネットでは、 本会議開催日か
ら１週間程度で録画配信を予定してい
ます。 閲覧にあたっては、 山口市議
会のウェブサイトからご覧ください。

テレビやインターネットでもご覧になれます

国の重点支援地方交付金を活用した生活支援
本市では物価高騰の影響を受けている世帯や事業者の経済的負担を軽減するため、水のご利用に関連した、
次の事業を実施します。

①水道料金（簡易水道料金）の「基本料金」の全額減免

基本料金の減免の例 （一般的な家庭の場合） （税込み）

口径
（ｍｍ）

水道
口径
（ｍｍ）

簡易水道
基本料金
１カ月分

減免となる
金額（４カ月分）

基本料金
１カ月分

減免となる
金額（４カ月分）

13、20 1,221 円 4,884 円 13 1,683 円 6,732 円
25 2,530 円 10,120 円 20、25 1,727 円 6,908 円

※ 25ｍｍ以上の口径につきましても減免対象となります。
なお、今回の減免のために、上下水道局から電話や訪問をしたり、銀行やコンビニ
のATMへ誘導することはありません。
その他、基本料金等に関しまして、右の二次元コードをご覧ください。

水道…上下水道局業務課☎083-933-6667
簡易水道…阿東簡易水道事務所☎083-956-0981

問

②井戸等の維持管理に対する支援

詳細は、市報８月号でご案内いたします。
環境衛生課☎083-934-2690問

〈支援を受けるには申請が必要です〉

対象期間 ４カ月分　令和８年７月検針分から 10月検針分 （請求時期は令和８年８月から 11月）
対  象  者 水道（簡易水道）の給水契約をしている全ての世帯・事業者（公的機関等を除く）
内　　　容 水道料金の「基本料金」を対象期間中減免します。基本料金はメーターの口径ごとに設定

しています。ご家庭の口径は、使用水量のお知らせ（検針票）をご覧ください。

対  象  者 ①②を満たす、市内居住者及び市内所在の事業者（公的機関等を除く）
①水道（簡易水道）の給水契約をしていない。
②井戸水、谷水または山水を生活用水として使用している。
※共同利用の場合は、代表者。

支　給　額 １世帯（または事業者）につき 5,000 円
申請期間 令和８年７月 27日（月）～ 12月 25日（金）
手　続　き 申請書は、７月 21日（火）から環境衛生課、各総合支所地域振興課（山口、小郡を除く）、

各地域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、小郡、阿知須、徳地）および分館、大
海総合センターの窓口で配布するほか、市ウェブサイトから入手し、必要事項を記入の上、
各窓口に持参または郵送で提出してください。

〈減免手続きには申請が必要ありません〉
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機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
３

消
防
法
令
違
反
の
建
物
の
公
表

消
防
法
令
違
反
の
建
物
の
公
表

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
建
物
等

の
火
災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
ま

す
。
※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。【
建
物
管
理
者
の
皆
さ
ん

へ
】
増
改
築
や
用
途
変
更
に
よ
り
、

新
た
に
消
防
用
設
備
等
の
設
置
義
務
が
生

じ
、
重
大
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

予
防
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
１

問

水
道
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

６
６
７
０
、
南
部
上
下
水
道
事
務
所
☎

０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
１
８
４
、
阿
東
簡
易

水
道
事
務
所
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
１

危
険
な
空
家
等
の
除
却
費
用
を
補
助

危
険
な
空
家
等
の
除
却
費
用
を
補
助

老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
等
で
周
辺
の
家
屋
等

に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
空

家
等
の
除
却
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
補
助
額

補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）
※
無

接
道
は
別
途
10
万
円
を
加
算

問
申

５
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
、
生
活
安
全
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
９
１
５

建
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す

建
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

木
造
一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

費
用
を
補
助
し
ま
す
。
▼
補
助
額
等

耐
震

診
断
費
用
（
上
限
６
万
円
）、
耐
震
改
修
費

用
（
80
％
か
つ
上
限
１
１
５
万
円
）

問
申

６
月
10
日
（
水
）
〜
10
月
30
日
（
金
）
に
、

開
発
指
導
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
４
７

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
費
用
を
補
助
し
ま
す

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

除
却
費
用
を
補
助
し
ま
す

▼
対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
…
①
避
難
路
沿
道
に
面
し

て
い
る
も
の
、
②
避
難
路
沿
道
の
地
面
か

ら
高
さ
80
㎝
を
超
え
る
も
の
、
③
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
る
も
の
▼
補
助
額

補
助
対
象

額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
額
10
万
円
）

問
申

  

６
月
10
日
（
水
）
〜
10
月
30
日
（
金
）

に
、
開
発
指
導
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
４
７

老
人
憩
の
家
潮
寿
荘
の
休
館

老
人
憩
の
家
潮
寿
荘
の
休
館

施
設
整
備
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休

館
し
ま
す
。
▼
期
間

６
月
１
日
（
月
）
〜
令

和
９
年
３
月
（
予
定
）
問

高
齢
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
３

た
め
池
の
点
検
の
お
願
い

た
め
池
の
点
検
の
お
願
い

豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
を
防
ぐ
た

め「
た
め
池
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル（
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。）」
を
活

用
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
し
ま

し
ょ
う
。
問

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
２
５

佐
波
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定

佐
波
川
が
特
定
都
市
河
川
に
指
定

佐
波
川
中
上
流
域
が
令
和
８
年
３
月
31

日
に
国
土
交
通
省
告
示
に
よ
り
、
特
定
都

市
河
川
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
流
域
内
に

お
い
て
一
定
規
模
以
上
の
土
地
を
宅
地
等

に
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
河
川
へ
の
雨
水

の
流
出
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
の
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。「
特
定
都
市
河
川
浸
水

被
害
対
策
法
」
や
「
流
域
治

水
」
に
関
し
て
は
①
、「
指
定

河
川
・
指
定
流
域
」
に
つ
い

て
は
②
、「
雨
水
浸
透
阻
害
行

為
」
に
つ
い
て
は
③
の
各
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

河
川
治
水
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
３
７

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
、
国
か
ら
の

緊
急
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で

緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
▼
日
時

6
月
3
日

（
水
）
11
時
ご
ろ  
問

防
災
危

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

昨
年
、
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は

「
化
粧
品
や
健
康
食
品
の
通
信
販
売
」
に
関

す
る
も
の
で
し
た
。
特
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広

告
で
1
回
限
り
と
思
っ
た
の
に
定
期
購
入

に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
も
の
で
、
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
相
談
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
通
信
販
売
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
条
件
な
ど

申
し
込
み
画
面
を
よ
く
確
認
し
、
最
終
確

認
画
面
の
保
存
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
７
１
７
１

年
間
を
通
じ
た

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
取
り
組
み

年
間
を
通
じ
た

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
取
り
組
み

本
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
山
口
県
の
「
ぶ

ち
エ
コ
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
毎
日

の
公
共
交
通
利
用
で
「
ぶ
ち
エ
コ
ア
プ
リ
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
る
ほ
か
、
10
月
を

「
山
口
市
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
強
化
月
間
」
と
位

置
づ
け
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た

市
民
を
対
象
に
抽
選
会
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
申
問
山
口
市
公
共
交
通
委
員
会
事

務
局
（
交
通
政
策
課
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
９

山
口
線
を
利
用
し
た

遠
足
等
の
運
賃
助
成

山
口
線
を
利
用
し
た

遠
足
等
の
運
賃
助
成

Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

協
議
会
構
成
市
町
（
本
市
、島
根
県
益
田
市
、

津
和
野
町
、
吉
賀
町
）
に
所
在
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
山
口
線
を
利
用
し
て
実
施
す
る

遠
足
等
に
係
る
運
賃
等
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
▼
対
象
期
間

令
和
９
年
３
月
15
日

（
月
）
ま
で
▼
対
象

協
議
会
構
成
市
町
に
所

在
す
る
学
校
等
ま
た
は
、
学
校
等
に
在
籍
す

る
児
童
・
生
徒
等
で
主
に
構
成
さ
れ
る
3
人

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
※
実
施
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。
申
問

山
口
線
利
用
促
進
協

議
会
事
務
局
（
交
通
政
策
課
内
）
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
２
９

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

環
境
や
周
辺
住
民
等
へ
の
配
慮
が
不
十

分
な
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
伴
う
問

題
が
増
え
て
い
る
た
め
、
必
要
な
手
続
き

等
を
定
め
た
「
山
口
市
の
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）」
が
、

10
月
１
日
（
木
）
に
施
行
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
問

環
境
政
策
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
８
７

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
共
同
購
入

事
業
参
加
者
募
集

太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
共
同
購
入

事
業
参
加
者
募
集

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
の
購
入
希
望

者
を
募
り
、
一
括
し
て
発
注
す
る
こ
と
で
、

通
常
よ
り
安
い
費
用
で
購
入
で
き
る
「
共

同
購
入
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
問

み
ん
な
の
お
う
ち
に
太

陽
光
事
務
局

０
１
２
０
‐
７
２
３
‐

１
０
０

市
道
や
海
岸
の

清
掃
美
化
活
動
の
支
援

市
道
や
海
岸
の

清
掃
美
化
活
動
の
支
援

地
域
の
皆
さ
ん
や
市
内
の
団
体
が
自
発
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
場
合
に
、
清

掃
道
具
等
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

道
路
管
理
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
３
４

大
浦
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

維
持
管
理
状
況

大
浦
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

維
持
管
理
状
況

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
維
持
管
理
状
況

を
報
告
し
ま
す
。
令
和
8
年
3
月
末
現
在
、

水
質
は
法
に
定
め
る
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
施
設
に
も
異
状
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
搬
入
量
（
累

計
）
９
１
７
８・
１
７
ｔ
問

環

境
施
設
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
８
８

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
止
め
ま
し
ょ
う

廃
棄
物
の
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物
は
、

市
の
可
燃
物
収
集
を
利
用
す
る
か
、
市
の

取
扱
施
設
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
事
業
所
か
ら
出
る
廃
棄
物
は
、

許
可
を
持
つ
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
問

環
境
衛
生

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０
、
南

部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

８
１
３
６

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
分
解
せ
ず
に
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

【
処
分
方
法
】
①
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

排
出
す
る
、
②
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
本
館
に

持
ち
込
む
、
③
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
申

し
込
む
申

各
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
（
一
財
）

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
☎
０
３
‐

５
２
８
２
‐
７
６
８
５
、
④
宅
配
便
に
よ
る

回
収
を
申
し
込
む
申

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
☎

０
５
７
０
‐
０
８
５
‐
８
０
０
問

資
源
循

環
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
５

廃
食
用
油
の
回
収

廃
食
用
油
の
回
収

家
庭
か
ら
出
る
植
物
性
油（
未
使
用
含
む
）

を
市
内
の
一
部
ス
ー
パ
ー
で
回
収
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

資
源
循
環
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
４
１
‐
２
１
８
５

猫
よ
け
器
・
地
域
猫
活
動

学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

猫
よ
け
器
・
地
域
猫
活
動

学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

【
猫
よ
け
器

(超
音
波
発
生
器
)】
野
良
猫
に

よ
る
糞
尿
被
害
の
軽
減
と
効
果
が
確
認
で

き
ま
す
。
▼
貸
出
期
間

15
日
以
内
（
１
回

限
り
）【
地
域
猫
活
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】
自
治
会
等

が
動
物
愛
護
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

連
携
し
て
、
野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
や

家庭からの生活雑排水による水路等の水質汚濁を防止して、地域
の水環境を良くするために合併処理浄化槽を設置しましょう。

■ 問い合わせ　業務課水洗化担当 ☎ 083-933-6691

合併処理浄化槽の設置 ・ 宅内配管工事の補助

● 対象地域 ・ 設置費の補助限度額

対象地域 設置費の補助限度額（5人槽）
①公共下水道事業計画区域、農業・漁
業集落排水の整備済区域を除く地域

新築・改築 332,000円
既存建物 360,000円

②事業計画区域内において３年以内に
下水道の整備が見込めない地域（１
年以上継続して居住されている方）

既存建物・改築 332,000円

※ 7・10人槽の限度額や、合併処理浄化槽が故障した場合についてはお
問い合わせください。
● 単独処理浄化槽 ・ 汲み取り便槽からの転換に係る補助加算額

・上記の対象地域①にお住まいの方で、単独処理浄化槽または汲み
取り便槽から合併処理浄化槽に設置替えする場合、設置費補助に
次の額を上限に加算します。

・５人槽の合併処理浄化槽に設置替えする場合、単独処理浄化槽か
らの転換で最大780,000円の補助額となります。

・トイレの汚水のみを処理する単独処理浄化槽は平成13年に新規
設置が禁止され、老朽化による破損・漏水の恐れがあり、早期に
合併処理浄化槽に付け替える必要があります。合併処理浄化槽に
付け替えて安心で快適な生活環境を実現しましょう。

敷地内の配管工事費 300,000円
単独処理浄化槽撤去費 120,000円
汲み取り便槽撤去費   90,000円

①②③

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん
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管
理
を
行
う
た
め
、
貸
し
出
し
ま
す
。
▼

貸
出
期
間

２
週
間
以
内

問
申

環
境
衛
生

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０
、
南

部
衛
生
担
当
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

８
１
３
６

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
禁
止

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
禁
止

山
野
に
生
息
し
て
い
る
野
生
鳥
獣
（
鳥

類
お
よ
び
ほ
乳
類
）
の
捕
獲
お
よ
び
鳥
類

の
ひ
な
、
卵
の
採
取
は
、
法
律
に
よ
り
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
※
家
畜
、
家
き

ん
（
鶏
、
ア
ヒ
ル
等
）、
ペ
ッ
ト
（
イ
ヌ
、

ネ
コ
等
）・
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、
狩
猟
や
許
可
に
基
づ
く

捕
獲
行
為
は
規
制
の
対
象
外
で
す
。
問

農

業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
６
６

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
月
〜
７
月
に

か
け
て
咲
く
、
黄
色
の
コ
ス
モ
ス
に
似
た

花
で
、「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
▼
駆
除
方
法

根
か
ら
抜
き
取

り
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
飛
散
し
な
い

よ
う
に
指
定
の
袋
に
入
れ
、
枯
死
さ
せ
た

後
、集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

あ
ら
か
じ
め
駆
除
事
業
が
公
表
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、袋
等
に
入
れ
密
閉
し
た
上
で
、

そ
の
ま
ま
焼
却
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

環
境
政
策

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
８
７

植
え
て
は
い
け
な
い

「け
し
」
を

ご
存
知
で
す
か

植
え
て
は
い
け
な
い

「け
し
」
を

ご
存
知
で
す
か

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る「
け
し
」

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

山
口
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
５
３
４
、
ま
た
は
警
察
署

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
の
赤
十
字

月
間
に
「
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
」
を
展
開

し
、
赤
十
字
会
員
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
問

日
本
赤
十
字
社
山
口
市
地
区
（
地

域
福
祉
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
０
、各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
☎
０
８
３
‐

９
２
２
‐
０
１
０
２

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地
【
市
営
住
宅
】
山
口
…
下
田
・

折
本
・
東
山
・
東
山
第
２
・
矢
原
・
湯
田
・

中
市
・
黄
金
町
、
南
部
…
円
座
・
新
山
口
、

徳
地
…
堀
・
三
谷
川
、
阿
東
…
徳
佐
駅
前
・

長
沢
・
岡
※
単
身
申
込
可
能
住
戸

右
記
の

う
ち
、
山
口
…
東
山
・
矢
原
・
湯
田
・
中
市
・

黄
金
町
、
南
部
…
新
山
口
、
徳
地
…
堀
・
三

谷
川
、
阿
東
…
岡
【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

山
口
…
佐
山
、
南
部
…
下
村
、
飛
石
【
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
】
南
部
…
飛
石
▼
募
集
要
項

等
の
配
布

５
月
18
日
（
月
）
〜
28
日
（
木
）

▼
申
込
資
格

(全
て
に
該
当
す
る
こ
と
)
住
宅

に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
／
原

則
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
い
る
方

／
条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
方

／
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼
抽
選
日

６
月
５

日
（
金
）
※
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
住
宅
は
、

６
月
15
日
（
月
）
か
ら
随
時
募
集
申
込
開
始

▼
入
居
時
期

７
月
10
日
（
金
）
〜
24
日
（
金
）

問
申

５
月
18
日
（
月
）
〜
28
日
（
木
・
消

印
有
効
）
に
、
来
課
ま
た
は
郵
送
で
、
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
築
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
３
※
様
式

は
建
築
課
ま
た
は
各
土
木
事
務
所
等
で
配
布

県
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地

大
内
御
堀
、
平
川
、
恋
路
、

宮
野
下
、
赤
妻
、
平
井
、
上
東
、

吉
敷
木
崎
※
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
※
朝
田
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
（
随
時
申
込
受
付
中
、
別
途

申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
）
▼
申
込
資
格

(全

て
に
該
当
す
る
こ
と
)
現
に
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
／
住
宅

に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
／
法

で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る
方

／
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼

入
居
予
定
時
期

令
和
8
年
7
月
下
旬

問
申

5
月
20
日
（
水
）
〜
31
日
（
日・消
印
有
効
）

の
間
に
、
所
定
の
様
式
で
（
一
財
）
山
口

県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
（
〒
７
５
３

‐
０
０
２
１
桜
畠
三
丁
目
２
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４
※
様
式
は

同
所
、
市
建
築
課
（
山
口
総
合
支
所
）
に

備
え
付
け

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

山
口
市
職
員
募
集

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

山
口
市
職
員
募
集

【
１
次
試
験
】
▼
期
日

７
月
12
日
（
日
）
▼

試
験

大
学
卒
業
程
度
…
①
行
政
、
専
門
職

…
②
文
化
財
専
門
員
（
文
献
史
学
）、
③

保
健
師
、
④
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭  

※

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
場
所

山
口
市
役

所
本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
▼
申
込
方

法

５
月
15
日
（
金
）
〜
6
月
12

日
（
金
）
に
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
問

職
員
課
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
７

補
助
犬
受
給
者
の
募
集

補
助
犬
受
給
者
の
募
集

身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、
補
助
犬
の
受
給
者
を
募
集
し

ま
す
。
▼
募
集
人
数

県
内
で
２
人

問
申

５

月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
障
が
い
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
１
、
０
８
３

‐
９
３
４
‐
４
１
４
２

韓
国
・
公コ

ン

ジ

ュ州
市
民
と
の

交
流
事
業
参
加
者
募
集

韓
国
・
公コ

ン

ジ

ュ州
市
民
と
の

交
流
事
業
参
加
者
募
集

▼
公
州
市
訪
問
期
間

10
月
２
日
（
金
）
〜
４

日
（
日
）
▼
対
象

６
月
27
日
（
土
）
に
市
内

で
開
催
さ
れ
る
公
州
市
民
と
の
交
流
事
業

（
体
験
料
、
食
事
代
等
自
己
負
担
）
お
よ
び

２
回
程
度
の
事
前
研
修
に
参
加
で

き
る
18
歳
以
上
の
市
民
８
人
程
度
。

▼
参
加
費

９
万
円
か
ら
※
詳
細

は
、
右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問
国
際

交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

市
民
対
象
の
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
相
談
を
、
弁

護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。
初
め
て
の
内
容
に

限
り
、
相
談
時
間
は
15
分
程
度
。
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。
▼
日

時

５
月
27
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時
▼
場

所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目

５
‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で
す
。
移
動
が
困

難
な
場
合
は
、予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問
申

５
月
21
日
（
木
）
〜
26
日
（
火
）
に
、
市
民

相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
８
６

女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談

女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談

▼
日
時

毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
10
時
〜

16
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）
※
面
談

は
事
前
に
電
話
予
約
▼
対
象

市
民
お
よ
び

市
内
在
勤
者
▼
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
４
３
問

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
5
‐
1
）

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
１

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の

参
加
団
体
を
募
集

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
の

参
加
団
体
を
募
集

路
線
バ
ス
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
マ
ナ
ー

ク
イ
ズ
、
車
椅
子
の
乗
車
体
験
、
路
上
模
擬

運
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼

日
時

令
和
８
年
６
月
〜
11
月
末
の
日
中

問
申

  

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

山
口
市
公
共
交
通
委
員
会
事
務
局
（
交
通
政

策
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
９

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、集
落
等
を
単
位
に
協
定
を
締
結
し
、

５
年
間
以
上
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
場
合

に
、
面
積
に
応
じ
て
一
定
額
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

農
業

振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
７
、

各
総
合
支
所
農
林
振
興
事
務
所

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

農
用
地
の
維
持
管
理
、
水
路
や
農
道
等
の

農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
、
軽
微
な
補
修
等

の
活
動
を
す
る
組
織
（
農
業
者
等
）
に
対
し
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
交
付
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
▼
交
付
金
単
価

田
…
３
０
０
０
円
／

10
ａ
、
畑
…
２
０
０
０
円
／
10
ａ
等
（
活
動

内
容
に
よ
っ
て
交
付
額
の
変
更
あ
り
）
▼
活

動
期
間

５
年
間
問

農
林
整
備
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
２
４

経
済
セ
ン
サ
ス
-
活
動
調
査
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で

経
済
セ
ン
サ
ス
-
活
動
調
査
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
内
の
全
て

の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
対
象
で

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
４
８

山
口
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

支
援
事
業
補
助
金

山
口
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト

支
援
事
業
補
助
金

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
多
様
な
出
会
い

の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
婚
活
イ
ベ

ン
ト
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
問

こ
ど
も
未
来
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
１
３
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明

・
入
会
手
続
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明

・
入
会
手
続
会

▼
日
時

①
６
月
９
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

15
時
、
②
７
月
14
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

15
時
（
※
開
始
後
入
室
不
可
）
▼
場
所

①

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
89
‐

１)

、
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
本

町
二
丁
目
18
‐
10
）、
②
山
口
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ザ
、
秋
穂
総
合
支
所
▼
対
象

本
市
に
居

住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方
▼
持
参
品

年
度
会
費
（
２
５
０
０

円
）、
山
口
銀
行
口
座
番
号
問

山
口
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
５
３
９
６

人
権
学
習
講
座

人
権
学
習
講
座

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
▼
時
間

13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
定
員

30
人
程
度
（
各
回
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
可
）

問
申

各
開
催
日
の
１
週
間

前
（
託
児
希
望
の
方
は
２
週
間

前
）
ま
で
に
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か

で
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、
託
児
・
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
希
望
の
有
無
を
、
人
権

推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
６
７
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
０
２

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

目
の
不
自
由
な
方
や
文
字
が
読
み
に
く
い

と
感
じ
る
方
へ
、
中
央
図
書
館
で
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
基
礎
講
座
で
す
。
▼
日
時

①
６
月
１
日

（
月
）、
②
６
月
11
日
（
木
）
い
ず
れ
も
10
時

30
分
〜
12
時
▼
場
所

山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
２
階
多
目
的
室
▼
内
容  

朗
読
の
基
礎
・
基
本
▼
対
象

各
回
先
着
20

人
▼
講
師

白
木
美
和
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

問
申

①
５
月
20
日
（
水
）
ま
で
、

②
５
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐

１
０
４
０
、

info@
lib-yam

a.jp

ス
ポ
ー
ツ
講
座

ス
ポ
ー
ツ
講
座

【
①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
講
座
】
▼
期
日

６
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日
（
い

ず
れ
も
月
曜
日
）
▼
場
所

に
ほ
ん
果
実
ア

リ
ー
ナ
（
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
）

▼
内
容

ヨ
ガ
、
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
等
▼
対
象

子
育
て
中
の
保
護
者

抽
選
20
人
▼
料
金

５
０
０
円
（
全
５
回
分
）

募
集

産
業

講
座

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申
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▼
持
参
品

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
等
▼
託
児

要
申
し
込
み
（
満
６
カ
月

か
ら
小
学
生
未
満
）【
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

運
動
教
室
】
▼
期
日

Ａ
コ
ー
ス
…
６
月
17
日
、

24
日
、７
月
1
日
、8
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）、

Ｂ
コ
ー
ス
…
6
月
19
日
、
26
日
、
7
月
3
日
、

10
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
▼
場
所

Ａ
コ
ー

ス
…
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
本
町

二
丁
目
18
‐
10
）、
Ｂ
コ
ー
ス
…
に
ほ
ん
果
実

ア
リ
ー
ナ
（
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
）
▼
対
象

各
コ
ー
ス
に
全
回
参
加
で
き
る

小
学
１
〜
３
年
生
の
親
子
▼
講
師

中
田
徹

氏
（
山
口
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）【
③

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
】

▼
日
時

7
月
4
日
（
土
）
13
時
〜
17
時
▼
場

所

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
講
師

平
井

博
史
氏
（
株
式
会
社
ハ
ド
ル
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
）

問
申

①

は
５
月
19
日
（
火
）
ま
で
に
、

②
は
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、

③
は
6
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
７
５
、

sports@
city.yam

aguchi.lg.jp

Ａ
Ｉ
Ｏ
キ
ッ
ズ
セ
ー
リ
ン
グ
教
室

Ａ
Ｉ
Ｏ
キ
ッ
ズ
セ
ー
リ
ン
グ
教
室

▼
日
時

７
月
５
日
〜
８
月
23
日
の
毎
週
日
曜

日
（
７
月
19
日
、
８
月
16
日
を
除
く
）
▼
場

所

秋
穂
ヨ
ッ
ト
艇
庫
（
秋
穂
東
中
道
）
▼
内

容

セ
ー
リ
ン
グ
の
基
本
を
学
び
、
安
全
に
帆

走
す
る
判
断
力
や
行
動
力
を
育
て
ま
す
。
▼

対
象

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組
▼
料
金

各
日
1
人

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
申

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
３
２

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

テ
ン
ト
設
営
や
野
外
料
理
の
作
り
方
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
宿
泊
し
ま
す（
雨

天
中
止
）。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
日
時

５
月
30
日

（
土
）13
時
〜
31
日（
日
）12
時
▼
対
象

キ
ャ

ン
プ
初
心
者
の
家
族
先
着
10
組
▼
講
師

山

口
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
▼
料
金

１
家
族

１
万
２
０
０
０
円
（
６
人
ま
で
）
▼
持
参
品

寝
袋
が
あ
れ
ば
（
な
け
れ
ば
有
料
に
て
レ
ン

タ
ル
可
）

問
申
所

十
種
ヶ
峰
ウ
ッ
ド
パ
ー

ク
（
阿
東
嘉
年
下
１
５
０
５
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
５
８
‐
０
８
０
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
し

て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。【
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室
】
▼
日
時

①
６
月
５
日
、

19
日
、
７
月
３
日
、
17
日
（
い
ず
れ
も
金

曜
日) 

10
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時

30
分
、
②
6
月
3
日
、
17
日
、
7
月
1
日
、

15
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
10
時
〜
11
時

30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分
▼
場
所

①
山
口

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
89
‐
1
）、

②
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
料
金

２
０
０
０
円
【
③
訪
問
講
習
】
▼
料
金

２
５
０
０
円
◆
い
ず
れ
も

▼
持
参
品

パ
ソ

コ
ン
（
貸
出
可
、別
途
２
０
０
円
）、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

問
申

①
③
山
口
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

５
３
９
６
、
②
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
小
郡
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
７
０

山
口
大
学
公
開
講
座

山
口
大
学
公
開
講
座

【
Ｄ
Ｘ
基
礎
編

［Ｓス

パ

ー

ク

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

講
座
]】
▼
日
時

７
月
９
日
、
23
日
、
８
月

６
日
、27
日
、９
月
10
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分
▼
場
所

山
口
大
学

吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
吉
田
１
６
７
７
‐
１
）  

▼
対
象

先
着
20
人
（
会
社
員
、
公
務
員
、
自

営
業
等
で
実
務
経
験
が
３
年
以
上
の
方
）
▼

講
師

湯
浅
修
一
氏
（
教
育・学
生
支
援
機
構・

准
教
授
（
特
命
））
▼
料
金

８
０
０
０
円
※

各
講
座
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

６
月
18
日

（
木
）
ま
で
に
、
山
口
大
学
地
域
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

５
０
５
９

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳
案
内
士

育
成
研
修

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳
案
内
士

育
成
研
修

▼
募
集
期
間

５
月
７
日
（
木
）
〜
６
月
５

日
（
金
）
▼
活
動
で
き
る
区
域

山
口
県
央
連

携
都
市
圏
域
（
山
口
市
、
宇
部
市
、
萩
市
、

防
府
市
、
美
祢
市
、
山
陽
小
野
田
市
、
島
根

県
津
和
野
町
）
▼
募
集
定
員

英
語
30
人
中

国
語
10
人

問
申

山
口
ゆ
め
回
廊
地
域
通
訳

案
内
士
育
成
研
修
事
務
局
☎
０
９
２
‐

７
８
１
‐
８
７
０
２
（
平
日
10
時
〜
17
時
30

分
）、

kys_yam
aguchiyum

e@
jjhs.

jp

世
代
を
超
え
て
共
に
磨
く

〝
ひ
と
学
び
塾
〟

世
代
を
超
え
て
共
に
磨
く

〝
ひ
と
学
び
塾
〟

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
私
た
ち
の
挑
戦
〜

話
し
て
み
よ
う
・
つ
な
が
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
2
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

①
6
月

13
日
（
土
）
②
7
月
11
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館
（
湯
田

温
泉
五
丁
目
1
‐
１
）
▼
内
容

①
海
外
経
験

か
ら
気
づ
い
た
私
の
挑
戦
〜
農
業
で
地
域
を

つ
な
ぐ
〜
②
子
ど
も
た
ち
は
、
不
登
校
で
何
を

伝
え
た
い
の
か
？
〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
〜
▼
講
師

①
荒
瀬
澄
枝
氏
（
Ｊ
Ａ
山
口
県
大

内
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
部
会
長
）
②
村
上
忍
氏

（
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
代
表
理

事
）
▼
定
員

先
着
30
人
▼
料
金

５
０
０
円

（
資
料
代
）

問
申

や
ま
ぐ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

エ
コ
ー
０
９
０
‐
１
３
３
８
‐
２
０
５
８

v-kayo@
c-able.ne.jp

犯
罪
被
害
者
支
援
公
開
講
座

犯
罪
被
害
者
支
援
公
開
講
座

▼
日
時

５
月
10
日
（
日
）
13
時
30
分
（
13
時

開
場
）
▼
場
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
会

議
室
２
０
１
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
小
郡
令
和
一
丁
目
１

‐
１
）
▼
演
題

あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者

遺
族
に
な
る
こ
と
▼
講
師

寺
輪
悟

氏
※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

公
益
社
団
法
人
山
口
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

５
１
５
２
、

０
８
３
‐
９
７
６
‐

５
１
４
５

介
護
実
践
教
室

介
護
実
践
教
室

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時

６
月
19
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▼

場
所

山
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
南
部
支
所

（
小
郡
本
町
二
丁
目
18
‐
8
）
▼
内
容

家
で

で
き
る
介
護
の
工
夫
と
排
泄
介
助
の
コ
ツ
を
学

ぼ
う
▼
講
師

藤
本
令
子
氏
▼
定
員

先
着
20

人
程
度

問
申

山
口
市
介
護
者
の
会
事
務
局

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
３
５
３
８

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

▼
日
時

５
月
17
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
、
13

時
〜
15
時
▼
内
容

石
臼
と
薬や
げ
ん研
を
使
っ
て
、

粉
を
作
る
体
験

問
所

歴
史
民
俗
資
料
館
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
０
０
１

布
ぞ
う
り
を
作
ろ
う

▼
日
時

６
月
14
日
（
日
）
10
時
〜
11
時
30
分  

▼
内
容

日
本
の
伝
統
的
な
履
き
物「
ぞ
う
り
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対

象

小
学
生
以
上
先
着
20
人
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

問
申
所

小
郡
文
化
資
料

館
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
７
０
７
１

萬
代
家
か
ら
見
た
〝
山
口
移
鎮
〟

萬
代
家
か
ら
見
た
〝
山
口
移
鎮
〟

▼
日
時

６
月
29
日
（
月
）
ま
で
９
時
〜

17
時
※
火
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
、
翌
平
日
休
館
）
▼
内
容

山
口
の
有

力
商
人
・
萬
代
家
の
視
点
か
ら
、
長
州

藩
に
よ
る
藩
庁
の
山
口
移
鎮
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
▼
料
金

小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

問
所

十
朋
亭
維
新
館
☎
０
８
３
‐

９
０
２
‐
１
６
８
８

が
〜
ま
る
ち
ょ
ば
特
別
公
演

が
〜
ま
る
ち
ょ
ば
特
別
公
演

世
界
で
公
演
を
行
う
国
内
有
数
の
実

力
派
パ
ン
ト
マ
イ
ム
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
が
〜

ま
る
ち
ょ
ば
の
新
作
長
編
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
日
時

５
月
３
日
（
日
・

祝
）
16
時
か
ら
▼
対
象

小
学
生
以
上
▼

料
金
（
全
席
指
定
）
６
０
０
０
円
申

Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
運
営
事
務
室
窓
口

や
電
話
、
そ
の
他
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
か
ら

問
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
（
小
郡
令

和
一
丁
目
１
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
０
２

‐
６
７
２
７
※
第
2
・
第
4
火
曜
日
は

休
館パ

ン
と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６

パ
ン
と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６

▼
日
時

5
月
30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

10
時
〜
15
時
※
入
場
無
料
（
一
部
有
料
）

▼
内
容

パ
ン
と
珈
琲
の
お
店
が
県
内
外

か
ら
集
結
し
ま
す
。
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
所

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル

（
小
郡
令
和
一
丁
目
１
‐
１
）
☎
０
８
３

‐
９
０
２
‐
６
７
２
７

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ

ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「ら
く
だ
」

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ

ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「ら
く
だ
」

フ
ラ
ン
ス
を
代

表
す
る
世
界
的
俳

優
で
日
本
好
き
と

し
て
も
有
名
な

ジ
ャ
ン
・
レ
ノ
が
、

自
身
の
俳
優
人
生
を
振
り
返
る
ソ
ロ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ャ

ン
・
レ
ノ
出
演
映
画
の
上
映
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

７
月
６
日
（
月
）
19
時
開
演
、
８
日

（
水
）
14
時
開
演
※
各
回
30
分
前
開
場
▼
場

所

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈

ス
タ
ジ
オ
Ａ
▼
料
金
（
全
席
指
定
）
通
常
席

…
一
般
１
万
円
／
ａ
ｎ
ｙ
会
員
・
障
が
い
者

割
９
５
０
０
円
／
25
歳
以
下
５
０
０
０
円
※

プ
レ
ミ
ア
ム
席
完
売
※
未
就
学
児
入
場
不

可
（
有
料
託
児
あ
り
）

問
申

山
口
市
文
化

振
興
財
団
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐
６
１
１
１

初
夏
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

初
夏
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

▼
日
時

５
月
23
日
（
土
）
９
時
〜
15
時
▼

場
所

森
林
セ
ラ
ピ
ー
山
口
（
徳
地
野
谷

１
８
４
２
）
※
現
地
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
移

動
▼
定
員

先
着
30
人
▼
内
容

森
の
案
内
人

の
ガ
イ
ド
で
、
滑
山
国
有
林
内
の
〝
ニ
ッ
セ

イ
徳
地
の
森
〞
ま
で
散
策
し
ま
す
。

▼
参
加
費

無
料
（
弁
当
付
）
※
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

５
月
18
日
（
月
）
ま
で
に
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
山
口
☎
０
８
３
５
‐
５
６
‐

５
２
３
４

イ
ベ
ン
ト

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

①②③

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

布
ぞ
う
り
を
作
ろ
う

禅に伝わる悟りまでの
道程を十枚の牛の絵で
表した「十牛図 (じゅう
ぎゅうず )」から着想を
得た作品。明治時代の山
間を舞台に、牛と過ごす
男を描く。音楽は坂本龍

一。（2024年／日本 •台湾 •アメリカ／114分／監督：
蔦哲一朗／PG12）

黒の牛

山口情報芸術センター［YCAM］ スタジオ C
一般 1,400 円、65 歳以上 1,100 円、any 会員・
学生（中学生以上）・障がい者 ( 介助者 1 名 )1,000
円、小学生以下 800 円

場所

料金

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

(C)NIKO NIKO FILM / MOOLIN FILMS / CINEMA INUTILE / 
CINERIC CREATIVE / FOURIER FILMS

※ 9日（土）上映後、監督トークあり（手話通訳・要約筆記付）

上映日時

4 月 29日（水・祝）、30日（木）14:50

5 月

1日（金）14:50
2日（土）、3日（日・祝）14:35
4日（月・祝）14:30 
5日（火・祝）、6日（水・休）、
8日 （金）12:40、9日（土）10:30
10日（日）14:55
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保健センター（健康増進課）問

紙巻き・加熱式・電子たばこはいずれも有害物質が含
まれることが確認されています。周囲の人も有害物質
を吸い込むことで、健康に影響が及ぼされます。その
ため、自身や周囲の人の健康を守るためにも、
禁煙に取り組みましょう。詳しくは、市ウェ
ブサイト（右の二次元コード）に掲載してい
ます。

禁煙で自身と周囲の人の健康を守ろう！

◆　クイズ ◆
Q.次のうち、正しいのはどれでしょう。
①加熱式たばこは煙が出ないため健康への影響はない。
②電子たばこは水蒸気だけなので周囲の人に影響はない。
③加熱式・電子たばこはいずれも有害物質が含まれる。

答え：③

　5月31日は「世界禁煙デー」です。近年、紙巻き
たばこに加え、加熱式たばこや電子たばこを使用する
人が増えています。「煙が少ないから安全」と思われ
がちですが、正しい知識を持つことが大切です。

福祉医療費助成制度 問

「福祉医療費助成制度」は、保険診療による医療費の自
己負担額を助成する制度です。新規に助成を受けるた
めには、申請が必要です。前年度は所得制限を超えた
ため受給できなかった方も、新年度の所得状況により
受給できる場合があります。なお、更新申請が必要な
方には、書面でお知らせします。お知らせに従って更
新手続きをしてください。

 重度心身障害者医療費助成制度

■対象 身体障害者手帳 1～ 3級、精神障害者保健福祉
手帳 1級、障害年金 1級、療育手帳A判定（山口県の
判定）、特別児童扶養手当 1級、特別障害者手当等

※本人の所得が一定の制限額を超えないこと。
■受付開始日 6月15日（月） ■年度更新日 7月1日（水）

 こども医療費助成制度

■対象　小中学生および高校生世代
※所得制限なし
■年度更新日 8 月 1日（土）

 乳幼児医療費助成制度

■対象　小学校就学前の乳幼児
※所得制限なし
■受付開始日 6月15日（月）　■年度更新日 8月1日（土）

 ひとり親家庭医療費助成制度

■対象 母子家庭または父子家庭の親と 18歳未満の子、
父母のいない 18歳未満の子、両親のどちらかが重度障
がいにより働けない 18歳未満の子とその親は子が 18
歳の年度末まで（ただし、高等学校等に在籍する子は
20歳の年度末まで）

※市区町村民税所得割が非課税の世帯であること。ただし、
課税世帯であっても 19歳未満の扶養親族があれば、対
象となる場合あり

■受付開始日 6月15日（月）　■年度更新日 8月1日（土）

◆いずれも

■持参品　受給対象者の保険情報が確認できる書類（マイ
ナ保険証・資格確認書・資格情報のお知らせ等）、印鑑
（被保険者本人と受給対象者※が来庁の場合は不要）、障
がいの程度を証明するもの（重度心身障害者医療のみ）、
ひとり親家庭を証明するもの（ひとり親家庭医療のみ）、
令和８年度所得課税証明書（令和８年１月２日以降に転
入した方など）または地方税関係情報の取得に関する同
意書、マイナンバーが分かるもの（山口市で対象者の所
得状況が確認できる場合は不要）、来庁者の顔写真付き
の証明書（運転免許証等）

※受給対象者が未成年の場合は保護者
■申請先　保険年金課、各総合支所総合サービス課

保険年金課☎ 083-934-2803

児
童
手
当
の
手
続
き

児
童
手
当
の
手
続
き

▼
対
象

高
校
卒
業
ま
で（
18
歳
に
達
し
た
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
。
※
父
母
が
と
も
に
養
育
し
て
い

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
所
得
が
高
い
方
。

手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
手
当
額

（
月
額
）
３
歳
未
満
…
第
１・２
子

１
万
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
３
万
円
、

３
歳
以
上
…
第
１・
２
子
１
万
円
、
第
３
子

以
降
３
万
円
※
児
童
手
当
は
、
原
則
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。
出

生
・
転
入
の
場
合
は
事
由
発
生
日
（
出
生
日
・

転
出
予
定
日
）
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
問

こ
ど
も
未
来
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
７

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

【
児
童
扶
養
手
当
】
▼
対
象

条
件
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
、
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
児
童
（
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
・
養
育
し
て
い

る
父
・
母
・
養
育
者
▼
手
当
額

第
1
子
…

全
部
支
給
４
万
８
０
５
０
円
、
一
部
支
給

４
万
８
０
４
０
円
〜
１
万
１
３
４
０
円
、
第

2
子
以
降
…
全
部
支
給
１
万
１
３
５
０
円
を

加
算
、
一
部
支
給
１
万
１
３
４
０
円
〜

５
６
８
０
円
を
加
算
※
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。
※
手
続
き
方

法
な
ど
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。【
特
別
児
童
扶
養
手

当
】
▼
対
象

身
体
・
精
神
の
中
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
。
▼
手
当
額

(
所
得
制
限

あ
り
)
1
級
…
５
万
８
４
５
０
円
、
２
級
…

３
万
８
９
３
０
円
◆
い
ず
れ
も

児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。
受
給
者
や
同
居
親
族
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
て
い
る
と
き
は
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。
※
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

こ
ど
も
未
来
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
９
７

山
口
市
就
学
相
談
会

山
口
市
就
学
相
談
会

お
子
さ
ん
が
令
和
９
年
４
月
に
小
学
校
就

学
予
定
の
方
を
対
象
に
個
別
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
50
分
程
度
で
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
日
時

①
６
月
24
日
（
水
）、
②
６

月
30
日
（
火
）、
③
７
月
６
日
（
月
）（
※
い

ず
れ
も
10
時
〜
16
時
10
分
）
▼
場
所

①
吉
敷

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
②
大
殿
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
③
小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
定

員

各
会
場
と
も
15
人

問
申

５
月

11
日
（
月
）
ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
学
校
教
育
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
３

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
▼
日
時

６
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
▼
対
象

妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
先

着
30
組

問
申
所

５
月
７
日
（
木
）
９
時
か

ら
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の
治
療
費
助
成

▼
対
象

令
和
８
年
４
月
〜
令
和
９
年
３
月
末

の
間
に
受
け
た
治
療
▼
助
成
額

①
一
般
不

妊
治
療
…
１
年
度
当
た
り
３
万
円
以
内
、
②

人
工
授
精
…
１
年
度
当
た
り
９
０
０
０
円
以

内
、
③
不
育
症
…
1
年
度
当
た
り
20
万
円
以

内
※
助
成
期
間
、
助
成
回
数
、
必

要
書
類
等
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

子
育
て
保

健
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
７
０
８
５
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
※
保
険
適
用
の
生
殖
補
助

医
療
、
保
険
適
用
の
不
妊
治
療
と
併
用
し
て

実
施
さ
れ
た
国
が
認
め
る
先
進
医
療
は
、
県

で
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
問

県

山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
５
３
１

夜
間
・
休
日
の
ひ
と
り
親
相
談

夜
間
・
休
日
の
ひ
と
り
親
相
談

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
し
ま
す
。
▼
日
時
（
電
話
）
平
日
夜
間
…

18
時
〜
23
時
、
日
曜
日
…
10
時
〜
17
時
▼
場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
う
す
み
ら
い
（
小
郡

新
町
六
丁
目
4
‐
12
）
▼
対
象

18
歳
未
満
の

子
ど
も
を
扶
養
す
る
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
▼
相
談
方
法

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

来
所
、
訪
問
等
で
の
対
応
の
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
同
行
支
援
も
実
施
し
ま
す
。
▼
相
談

先
☎
０
８
３
‐
９
６
３
‐
９
１
０
７
、

０
９
０
‐
５
８
１
８
‐
６
６
７
８
（
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
可
）
問

子
育
て
保
健
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
０

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

(小
郡
)

▼
日
時

６
月
30
日
（
火
）
10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容

離
乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話
と
、

成
長
に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の
仕
方

な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
▼

対
象

生
後
４
〜
６
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
30

人
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
▼
託
児

先
着
25
人
（
要
申
し
込

み
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可
。

問
申
所

５
月
15
日
（
金
）
か
ら
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
小
郡
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(小
郡
)

離
乳
食
づ
く
り
講
座

(小
郡
)

▼
日
時

７
月
８
日
（
水
）
10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容

離
乳
食
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
食

材
の
組
み
合
わ
せ
方
や
味
付
け
の
仕
方
に
つ

い
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
お

伝
え
し
ま
す
。
▼
対
象

生
後
７
〜
９
カ
月
児

の
保
護
者
先
着
30
人
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
▼
託
児

先
着

25
人
（
要
申
し
込
み
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
受
講
不
可

問
申
所

５
月
15
日
（
金
）
か

ら
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
小

郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

病
気
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

病
気
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

▼
日
時

６
月
30
日
（
火
）
10
時
〜
11
時
30

分
▼
内
容

子
ど
も
の
病
気
や
お
う
ち
で
の

対
応
方
法
に
関
す
る
講
話
▼
対
象

乳
幼
児

の
保
護
者
先
着
30
人
▼
講
師

西
郷
謙
二
郎

氏
（
山
口
い
る
か
小
児
科
ア
レ
ル
ギ
ー
科
）

▼
託
児

要
申
し
込
み
※
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
受
講
不
可
※
3
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

の
預
か
り
不
可

問
申
所

５
月
１
日
（
金
）

か
ら
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」

で
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健

課
）令

和
８
年
度

山
口
市
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

令
和
８
年
度

山
口
市
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド

各
総
合
支
所
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
分
館
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
郵

送
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

複
合
集
団
検
診

(阿
東
・
北
部
・
徳
地
地
域
)

複
合
集
団
検
診

(阿
東
・
北
部
・
徳
地
地
域
)

が
ん
検
診
の
複
合
集
団
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
は
「
令
和
８
年
度
山
口
市

け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
▼
内
容

①
胃
・
子
宮
・
乳
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

（
実
施
日
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま

す
）、
②
市
国
保
の
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
の
健
診
、
③
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診

申

問

が
ん
検
診
（
要
予
約
・
要
受
診
券
）

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
16
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

所

在
・
連

絡

先

は

16

ペ

ー

ジ

下

参

照
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は
、
6
月
1
日
（
月
）
９
時
か

ら
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
電
話
で
、
阿
東
地
域
…
阿
東

保
健
セ
ン
タ
ー
、
北
部
地
域
…

０
８
０

‐
２
９
１
９
‐
１
１
８
６
、

０
８
０
‐

２
９
１
９
‐
１
１
８
７
、
徳
地
地
域
…
徳

地
保
健
セ
ン
タ
ー
／
健
康
診
査
（
予
約
不

要
・
要
受
診
券
）
は
、
保
険
年
金
課
▼
市

国
保
の
特
定
健
診
…
国
保
担
当
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
０
２
、
後
期
高
齢
の
健

診
…
後
期
高
齢
担
当
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
９
６
９
／
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診

（
要
予
約
）
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
山

口
支
部
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
１
５
０
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
対
象
者

小
学
６
年
〜
高
校

１
年
相
当
の
女
子
※
接
種
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
▼
接
種
回
数

３
回
（
１
回
目
を
15
歳

に
な
る
ま
で
に
接
種
す
る
場
合
は
２
回
）
▼

接
種
場
所

各
実
施
医
療
機
関
問

各
保
健
セ

ン
タ
ーお

た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対

象

１
回
目
…
１
歳
以
上
２
歳
未

満
、
2
回
目
…
５
歳
以
上
７
歳
未

満
で
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間（
い

わ
ゆ
る
年
長
児
）
※
ワ
ク
チ
ン
供
給
不
足
に

よ
り
、
助
成
対
象
期
間
に
接
種
で
き
な
か
っ

た
方
（
１
回
目
…
令
和
５
年
４
月
２
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
生
ま
れ
、
２
回
目
…
平

成
30
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
▼
助
成
金
額

３
８
０
０
円
（
各
１

回
）
▼
接
種
場
所

各
実
施
医
療
機
関
問

各

保
健
セ
ン
タ
ー

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

(市
助
成
)

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
2
種
類
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
接
種
回
数
や
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
効
果
と
そ
の
持
続
期
間
、
副
反
応
な

ど
の
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼

対
象

接
種
日
時
点
で
50
歳
〜
64
歳

▼
助
成
金
額

生
ワ
ク
チ
ン
…
４
０
０
０
円
、

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
…
１
万
円
／
回
（
2
回

ま
で
）
※
市
へ
の
事
前
申
請
は
不
要
で
す
。

医
療
機
関
が
定
め
る
接
種
料
金
か
ら
助
成

金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
▼
接
種
場
所

市
内
各
実
施
医
療

機
関
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
生
活
を
振
り
返
ろ
う
！
栄
養
バ
ラ
ン
ス
＆
お
口

の
健
康
】
▼
日
時

６
月
３
日
（
水
）
13
時
〜

15
時
、
４
日
（
木
）
９
時
〜
11
時
▼
内
容

体

組
成（
筋
肉
量
、脂
肪
量
）測
定
、健
口
チ
ェ
ッ

ク
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
相
談
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
話
、
相
談
▼
持

参
品

各
種
健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）

※
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
は
だ
し
に

な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
所

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
民
の
食
育
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
や

教
育
機
関
な
ど
で
、
食
育
活
動
を
実
践
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
様
子
は
健
康
増
進
課
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
参
照
。
▼
募
集
分
野

食
生
活
・
食

体
験
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
管
理
・
栄
養
に

関
す
る
こ
と
、
食
文
化
・
食
の
安
全
・
食
品

製
造
・
食
品
加
工
・
食
品
流
通
等
に
関
す
る

こ
と
、
食
に
関
す
る
体
験
・
見
学
場
所
の
提

供
▼
応
募
要
件

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
市
内
の
団
体
、
②
食
育
に
関

心
が
あ
り
、
活
動
を
原
則
無
償
で
行
え
る
個

人
ま
た
は
団
体
（
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目

的
と
し
た
活
動
を
行
う
方
を
除
く
）

問
申
所

６
月
30
日（
火
）ま
で
に
、保
健
セ
ン
タ
ー（
健

康
増
進
課
）

ロ
コ
モ
予
防
教
室

ロ
コ
モ
予
防
教
室

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ
モ
）

は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
体
を
動
か
す
機

能
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
進
行
す
る

と
将
来
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
▼
日
時

①
６
月
17
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分
、
②
６
月
24
日
（
水
）
10

時
〜
11
時
30
分
▼
内
容

①
ロ
コ
モ
度

チ
ェ
ッ
ク
、
医
師
講
話
、
②
運
動
講
話
・
実

技
、
栄
養
講
話
▼
対
象

市
民
40
人
程
度
▼

料
金

②
の
み
保
険
料
50
円
▼
講
師

①
長
谷

亮
佑
氏
（
医
師
）、
②
澄
川
絵
里
奈
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）
▼
持
参
品

筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
室

内
用
運
動
靴

問
申
所

小
郡
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

◇保健センター、 こども家庭センター
　糸米二丁目 6-6
・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
小郡下郷 609-5　
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター
徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

次の年齢の方は無料で受診できます。対象者は、
受診券の自己負担金欄に「無料」と記載していま
す。※前年度に市の受診券を使用して胃内視鏡検
査、子宮がん、乳がん検診を受診された方を除く。

無料対象者について

日程や場所は変更になる場合があります

集団検診・複合集団検診の日程・場所は、
令和８年度山口市けんしんガイド掲載の予
定から変更になる場合があります。

受診券

桃色で、長形３号のはがきです。

20歳以上の市民
※ 年齢要件に該当する検診対象者に、検診項目が
記載されたがん検診等受診券をお届けします。
※受診券の送付は年１回です。受診されるまで大切
に保管しておいてください。紛失等による受診券
の再発行は、保健センターで行います。

対象者

6 月からがん検診がはじまります
職場や施設等でがん検診等を受診する機会のない方へ

市では、がんの早期発見・早期治療に向け、各種がん検診（個別検診・集団検診）を実施します。定
期的に検診を受けて自分の身体の健康状態をチェックしましょう（受診券は５月下旬に送付予定）。

■問い合わせ　保健センター （健康増進課）

☎ 083-921-2666

検診を受けるには、原則予約が必要です。集団検診
は各保健センター（予防保健協会 保健検診センター
会場のみ山口県予防保健協会）へ、個別検診は実施
医療機関へ連絡してください。なお、受診するには、
受診券が必要です。必ず検診会場へお持ちください。
※肺がん検診（結核検診）を受診される際は、事前に
受診券の問診票を記入してください。

検診を受けるには

検診の種類

肺がん検診（結核検診）、胃がん検診、 大腸がん検診、 
子宮がん検診、 乳がん検診、前立腺がん検診、 肝炎
ウイルス検診、骨粗しょう症検診、歯周疾患健診

集団検診の予約について

集団検診の予約は、会場や日程により受付開始時期
が異なります。詳しくは、受診券または「令和８年
度山口市けんしんガイド」（右の二次元
コードまたは各総合支所等に配架）を
ご覧ください。

■対象年齢 （令和8年4月 1日時点）

乳がん・胃がん・
大腸がん・肺がん
検診

40・45・50・55・60 歳
の方（乳がん検診は女性の
み）

子宮頸がん検診 20・25・30・35・40 歳
の女性

骨粗しょう症検診 40歳の女性

歯周疾患健診
20・25・30・35・40・
45・50・55・60・65・
70歳の方

結核検診 昭和 37 年４月１日以前に
生まれた方

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

(市
助
成
)

地域 期日 曜日 場所 内容

7/1 水 阿東地域交流センター篠生分館 ①

7/3 金 阿東地域交流センター生雲分館 ①

7/9 木 嘉年基幹集落センター ①

7/14 火 阿東地域交流センター ①②

7/19 日 阿東老人福祉センター ①②

7/11 土 山口県健康づくりセンター ①　 ③

7/25 土 山口市保健センター ①

8/23 日 大内地域交流センター ①　 ③

10/1 木 徳地地域交流センター島地分館 ①②

10/4 日 徳地文化ホール ①②③

10/6 火 徳地地域交流センター八坂分館 ①②

10/15 木 徳地文化ホール ①

阿東

北部

徳地

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申



181919 市報やまぐち　2026年（令和8年）5月号市報やまぐち　2026年（令和8年）5月号

3
月
26
日
（
木
）、
株
式
会
社
ゼ
ン

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
お
よ
び
株
式

会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
新
事
業
所
展
開
協
定
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

市
長
は
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
雇
用
の
創
出
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

両
社
は
、
東
京
都
港
区
に
本
社
を
置
き
、

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
外
食
事
業
を
中
心
に
多
様
な
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
し
、株
式
会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ
は
グ
ル
ー

プ
の
食
品
製
造
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
に
よ
り
、
鋳
銭
司
第
二
団

地
内
に
新
た
な
事
業
所
を
展
開
し
、グ
ル
ー

プ
各
業
態
に
対
応
す
る
食
品
製
造
拠
点
と

し
て
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

３
月
16
日
（
月
）、
西
日
本
旅
客
鉃
道
株

式
会
社
・
山
口
商
工
会
議
所
・
森
ビ
ル
都

市
企
画
株
式
会
社
・
本
市
の
４
者
に
よ
る
、

「
新
山
口
駅
周
辺
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
協
定
」

の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
各
団
体
が
連
携
し
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
市
長
は
「
合
併

以
後
、
新
山
口
駅
周
辺
で
築
き
上
げ
て
き

た
都
市
基
盤
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
ソ

フ
ト
展
開
に
よ
る
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
の

た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
こ
の
取
り
組
み
へ
の
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

3
月
5
日
（
木
）、
農
林
水
産
省
お
よ

び
内
閣
官
房
が
主
催
す
る
「
第
12
回
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
特
別
賞
受
賞

の
報
告
の
た
め
、
株
式
会
社
あ
ぐ
り
て
ら

す
阿
知
須
の
長
尾
智
美
代
表
取
締
役
社
長

ら
が
、
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

阿
知
須
地
域
の
特
産
漬
物
「
寒か
ん
づ
け漬
」
を

再
興
さ
せ
、「
地
域
の
宝
」
と
し
て
次
世

代
へ
継
承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
「
寒
漬
文
化
を
し
っ
か
り
守
っ

て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
う
。
市
内
農
家
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な

る
素
晴
ら
し
い
実
績
を
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
き
た
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
あ
ぐ
り
て
ら
す
阿
知
須

「第
12
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農

む

ら

山
漁
村

の
宝
」
特
別
賞
受
賞

TOPICS

▲記念撮影 （左から市長、 山口
県産業労働部の藤村企業立地統
括監、 （株） ゼンショーホールディ
ングスの遠藤常務執行役員、 （株）
ＧＦＦの清水代表取締役）

▲記念撮影 （左から山口商工会議
所の河野会頭、 市長、 西日本旅
客鉃道 （株） の飯田支社長、 森ビ
ル都市企画 （株） の藤巻社長 ）

▲記念撮影 （左から、 （株） あぐ
りてらす阿知須の若崎さん、 長尾
代表取締役専務、 長尾代表取締
役社長、 市長）

新
山
口
駅
周
辺
に
お
け
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
地
域
活
性
化
に

向
け
た
連
携
協
定
締
結
式

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社
Ｇ
Ｆ
Ｆ

新
事
業
所
展
開
協
定
調
印
式

問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

表
紙
の
写
真

春
を
告
げ
る
こ
い
の
ぼ
り

表
紙
の
写
真
は
、
道
の
駅
「
仁
保

の
郷
」
の
近
く
を
流
れ
る
、
仁
保
川

の
上
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
で
す
。

こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
約
30
年
前

か
ら
、
自
治
会
や
む
ら
づ
く
り
塾
、

子
ど
も
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
掲
揚

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
春
の
風
物
詩
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
約
１
４
０
匹
も
の

コ
イ
が
、
風
を
受
け
て
力
強
く
舞
う

姿
は
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
と
と
も
に
、
地
域
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
温
か
な
思
い
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

川
沿
い
に
は
、
散
策
に
訪
れ
る
家

族
連
れ
や
写
真
を
楽
し
む
人
の
姿
も

多
く
見
ら
れ
、
世
代
を
問
わ
ず
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
は
５
月
５
日
（
火
・

祝
）
ま
で
掲
揚
し
て
い
ま
す
。
仁
保

の
自
然
と
、
人
の
温
か
さ
が
感
じ
ら

れ
る
こ
の
景
色
を
見
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。▲地域の大人と一緒に

子どもたちが作業して
いる様子

令和8年度
各種健康診査等のお知らせ

■対象　前年度中に75歳になった新規被保険者
の方または障害認定によって後期高齢者医療制
度に新規加入された方（上記以外で受診を希望
する後期高齢者医療制度加入者の方は、お問い
合わせください）。

■実施期間

　6月1日（月）～令和９年1月31日（日）
■実施医療機関　5 月末までに対象者にお送り
する「歯科健康診査受診券」に同封します。

■持参品　歯科健康診査受診券、質問票、マイ
ナ保険証等

■料金　無料
 山口県後期高齢者医療広域連合事務局 

　☎083-921-7112

年に一度は健康診査等を受診し
て、自分の生活習慣をチェック
し、自分ができる健康づくりを
始めましょう。

■対象　山口市国民健康保険に加入している40
歳以上の方

■実施期間　6月1日（月）～12月20日（日）
■実施医療機関　5月末までに対象者にお送り
する「特定健康診査受診券」に同封のリーフ
レットでご確認ください。

■持参品　特定健康診査受診券（黄緑色）、質問
票、マイナ保険証等

■料金　無料

■対象　山口市国民健康保険に加入している方
　（任意検査項目によっては年齢制限あり）
■実施期間　6月1日（月）～12月20日（日）
■実施医療機関　6月中旬に封書で届く「国民健康保険
料賦課決定通知書」に同封の「実施医療機関一覧表」
でご確認ください。

■持参品

【申込時】 本人確認書類
【受診時】 マイナ保険証等、申込後に届く書類や検査
容器など

■料金　検査費用の約2割

■申し込み方法

あらかじめ医療機関と日程を調整の上、受診日の10日
前までに、上記二次元コードから申し込んでください。
各総合支所または各地域交流センター（次は除く。大
殿、白石、湯田、小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東）お
よび分館、大海総合センターでも申し込みできます。

保険年金課 ☎ 083-934-2802

種別 本人負担額（目安）
人間ドック 約4,500～ 9,300円
簡易脳ドック 5,800 円

人間ドック ・簡易脳ドック

問

後期高齢者のお口の健康診断

歯周疾患健診

問

問

■対象　山口市国民健康保険に加入してい
る方

■実施期間

6月 1日（月）～令和９年２月28日（日）

■実施医療機関 6 月中旬に封書で届く
「国民健康保険料賦課決定通知書」に同
封の「実施医療機関一覧表」でご確認
ください。

■持参品　上記「実施医療機関一覧表」、
マイナ保険証等
※令和８年４月１日現在の年齢が20歳・
25 歳・30 歳・35 歳・40 歳・45 歳・
50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の
方は健康増進課の歯周疾患健診の対象と
なりますので、がん検診等受診券も必要
です。

■料金　無料（自己負担金
800円は実施医療機関が
負担）
保険年金課 

　☎083-934-2802

特定健康診査

2年連続で受診された方に、抽選でプレゼントを
贈呈しています（詳細は、上記リーフレット参照）。

問保険年金課 ☎ 083-934-2802
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

バラ展常設展示特設コーナー「10分
でわかる山陽小野田市の歴史」

山陽
小野田 宇部 端午防府

“端午の節句 ”にちなみ、少
年用の甲冑を中心にした「端
午飾り」のほか、大名家の男
性たちが代々大切に受け継い
だ名品を展示します。
期間  5月 31日（日）まで
問所 毛利博物館（多々良一丁目
15-1）☎ 0835-22-0001

約 300 品種 400株の春バ
ラを展示します。16 日、
17日は幻想的にライトアッ
プしたローズナイトも開催
します。
期間   5 月 9日（土）～ 31日（日）
問所 ときわミュージアム（野中三
丁目4-29）☎ 0836-37-2888

山陽小野田市の歴史や文化
財を短時間で学べるよう、
通常の常設展示を特別に
コーナーごとにコンパクト
にまとめて紹介しています。

2026 年は水俣病公式確認
から 70 年です。報道写真
家の桑原史成が長年撮影、
記録してきた世界４大公害病
の「水俣病」を展示します。
期間   7 月 15日（水）まで
問所 桑原史成写真美術館（後田
71-2）☎  0856-72-3171

浜崎伝建おたから博物館
フェローシップ・プログラム
2026滞在アーティスト　
大坪晶展覧会

水俣病　
～公式確認から70年～美祢 萩 津和野

港町・浜崎伝建地区に伝わ
るおたからを公開します。
日時  5 月 17日（日）
９時～ 15時

場所  浜崎伝建おたから博物館（浜崎
本町筋周辺）

問 浜崎しっちょる会事務局
　☎ 0838-22-0133

国内外の芸術家を招へいし、
イベント等を通じて県民が
芸術文化に触れ、芸術家に触
れ、芸術家と交流する機会を

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

期間   6 月 21日（日）まで
問所 山陽小野田市歴史民俗資料館
（栄町9-21）☎ 0836-83-5600

提供します。
期間   5 月 26日（火）～ 31日（日）
問所 秋吉台国際芸術村（秋芳町秋吉
50）☎ 0837-63-0020

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

場
と
し
て
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

代
表
の
小
林
さ
ん
は
、
子
ど
も
時
代

の
遊
び
場
で
あ
っ
た
象
頭
山
を
今
の
子

ど
も
た
ち
に
も
遺
し
た
い
と
、
地
域
の

有
志
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

春
に
は
山
頂
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲

げ
、
冬
に
は
象
を
か
た
ど
っ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
る
な
ど
、
象
頭
山
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
た
人
が

楽
し
め
る
よ
う
長
年
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

「
象
頭
山
は
、
地
域
の
大
切
な
宝
。

山
頂
か
ら
は
市
内
を
一
望
で
き
、
室
町

時
代
の
大
内
氏
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
場
所
に
し
た
い
」
と
話
す
小
林

さ
ん
。

地
道
な
活
動
が
、
地
域
の
魅
力
を

次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
ま
す
。

212121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

大
内
地
域
は
、
市
の
中
心
部
に
近

く
、
生
活
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
宅
地
の
開
発
や
郊
外
大
型

店
舗
の
出
店
が
進
み
、
市
内
第
2
位

の
人
口
を
誇
る
活
気
あ
る
地
域
で
す
。

加
え
て
、
大
内
氏
が
か
つ
て
本
拠

地
を
構
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
貴
重

な
歴
史
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
室
町
時
代
に
山

口
を
訪
れ
た
中
国
の
役
人
が
、
象
に

似
た
山
と
し
て
詩
を
読
ん
だ
こ
と
が

由
来
と
さ
れ
て
い
る

「
象ぞ

う

ず

さ

ん

頭
山
」
を
、

次
世
代
へ
引
き
継
ご
う
と
活
動
さ
れ
て

い
る

「
象
頭
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
地
域
の
憩
い
の
山
を

　
　
　
　
次
の
世
代
へ
◆

個
性
豊
か
な
市
内
21
の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

大
内
地
域

vol.6

問

「
象
頭
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
象
頭
山
の
登
山
道
や
山
頂
の
草
刈

り
を
定
期
的
に
行
い
、
地
域
の
憩
い
の

次回は宮野地域に
　　　　リレーします！　　　　市内各地域の情報が掲載された「地球の歩き方　山口市」も販売中。

▲山頂からの眺望。 5 月上旬頃まで山
頂にこいのぼりが掲げられています。

▲象頭山再生プロジェクトのメン
バーが作業をしている様子
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イベントカレンダー5
月

　　　　　　7/26（日）まで

問 中原中也記念館
☎ 083-932-6430

所

企画展Ⅰ　コラボレーション展示
「萩の陶工と中原中也　土の詩情」

5/4（月・祝）
第 11 回 森フェス 
～ニューポンのモリモリ引力の法則～

自然あそび・森のワーク
ショップ・アウトドア体験
など、子どもも大人も夢中
になれるコンテンツをたく
さんご用意しています。「森
に引き寄せられる」1日を、
ぜひ体感してください。

問 森林セラピー山口
☎ 0835-56-5234

所

400 年以上の伝統を誇る萩焼
と中原中也の詩の展示を開催
します。12人の作家それぞれ
が中也の詩 1篇をテーマに制
作した萩焼を中也の詩ととも
に展示します。

国立山口徳地青少年自然の家

開催中のイベント5/5（火・祝）
第 52 回青空天国いこいの広場

問青空天国いこいの広場実行
委員会 ☎ 083-902-0892
毎年 5月 5日の子どもの日
に開催されており、「大人も
子どもも山口を楽しむ日」を
テーマに今年も開催します。
ワークショップやグルメ、ス
テージ企画等が楽しめるイベ
ントです。

所中心商店街、亀山公園ふれあ
い広場、パークロード周辺

クイズ de読者プレゼント

▶今月のクイズ
　　○○に当てはまる言葉を答えにお書きく　
　　 ださい。

〇〇は、私たちの暮らしに欠かせない「食」
を支える大切な産業です。

クイズに応募いただき、正解した方の中から抽選で、地元特
産品等のプレゼントが当たります。当選発表は、商品の発送を
もって、かえさせていただきます。

▶応募方法 5 月 31 日 （日） 締切 （消印有効）

①氏名、②〒住所、③電話番号、④生年月日、
⑤クイズの答え、⑥ご希望のプレゼ
ントを明記し、右の二次元コード、
または、はがきでご応募ください。

▶今月のプレゼント

②道の駅 「仁保の郷」 商品券

先日グランドオープンした、道
の駅「仁保の郷」。新鮮な野菜か
ら、農家の漬物、地元の加工品、
お土産物までそろう、道の駅「仁
保の郷」でのお買い物にお使い
いただけます。 【提供事業者】 有限会社　仁保の郷

①ふるさと銘菓詰め合わせ

平安時代、銭を鋳造する役所
「周

すおうのじゅせんし

防鋳銭司」が置かれた歴史の
地・鋳銭司。郷土の偉人、大村
益次郎を生んだこの地への想い
を込めて、銭の菓子本舗の人気
銘菓を詰め合わせました。 【提供事業者】 銭の菓子本舗

抽選で
5名様

プレゼントの提供事業者を随時
募集しています。詳細は右の二
次元コードをご参照ください。

抽選で
５名様

〒 753-8650（住所記載不要）
山口市広報広聴課「クイズ de 読者プレ
ゼント」係
※ご提供いただいた情報は、プレゼント送付の目的に限り使用させて
　いただき、個人情報保護法に基づいて適正に管理いたします。

4 月号のクイズの答え：元気

5名様
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受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

市ウェブサイトでも
市報やまぐちを
ご確認いただけます！

・休日当番医は変更する場
合があります。事前に各医
療機関にご確認ください。
・徳地地域については「ふ
るさととくぢ」をご覧くだ
さい。

6 月の休日当番医

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 毎日19時 ～ 22時
※受診される前に、必ず電話をして
ください。

【歯科】

■診療期日 日曜、祝日、8/14～16、
12/29～1/3

■診療時間 9時 ～ 13時
※6/7、6/14は 9時～12時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日19時 ～ 22時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診
療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。
※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】

■対象　　　子ども（15歳未満）
■電話　　　♯8000または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日19時～翌日8時
【救急医療電話相談】

■対象　　　おとな（15歳以上）
■電話　　　♯7119または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日24時間
※相談は、いずれも看護師と医師が
対応します。

人 の う ご き （推計人口） デジタル推進課 ☎ 083-934-2748問
⚠令和 2年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

上段は令和 8 年 4 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 8 年 3 月中の増減

186,265 人
（2,499 人）

ー 859 人

88,610 世帯

  ー 184 世帯

88,927 人
（1,222 人）

ー 487 人

97,338 人
（1,277 人）

ー 372 人

全体 男 女 世帯

※ 1  ［山口市休日 ・ 夜間急病診療所］ 受付時間 9 時～ 11 時 30 分、 13 時～ 16 時 30 分

※ 2 ［津和野共存病院］ 8 時 30 分～ 17 時 15 分 （16 時 30 分までに来院可能な方のみ）

内科系 外科系 内科系 ・ 外科系 小児科 内科系 外科系

7

日

山口市休日・夜間
急病診療所 ※ 1

（糸米二）
083-925-2266

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

14

日

山口市休日・夜間
急病診療所 ※ 1

（糸米二）
083-925-2266

かく脳神経外科
クリニック
（泉町）

083-920-1001

［内科・外科］
藤原医院

（阿東生雲中）
083-954-0331

大正通り
クリニック
（小郡明治）

083-902-2037

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

21

日

みほり
クリニック
（大内御堀一）
083-924-8031

とよた整形外科
クリニック
（大内千坊四）
083-929-3315

［内科］
三浦医院

（阿東徳佐中）
083-956-0500

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

28

日

やの内科
（元町）

083-925-1919

ノムラ泌尿器科
整形外科
（青葉台）

083-933-0011

［内科］
津和野共存病院 ※ 2

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

かむら
クリニック
（小郡柳井田）
083-972-2513

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 
       〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時　〜 18 時

山口市医師会 吉南医師会

阿東地域
●時間／ 8 時 30 分 

        　　　　〜 17 時 30 分
　　　　　　

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会

休日当番医テレホンサービス ･･･録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000

☎
やまぐちのお医者さん navi･･･

休日当番医や、市内の医療機関を
検索できます。

日 月 火 水　木 金 土
 ・ 1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
　28 29 30 ・　 ・　 ・ ・

 昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。

山口市 LINE公式
アカウントの登
録はこちらから。

◀閲覧は
こちらから




